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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　草刈機にて用いられる草刈刃であって、
　前記草刈機と連結するための連結部と、
　前記連結部を中心として拡がる周辺部と、を備え、
　前記周辺部には、前記連結部よりも下方に位置する下部領域から当該草刈刃の外側方向
かつ上方向に拡がる傾斜面が、前記連結部を中心とする環状に形成されており、
　また前記周辺部の外縁には、前記外側方向かつ上方向に延び出す複数の延出片が形成さ
れており、
　当該草刈刃の回転軸と直交する平面に当該草刈刃を投影したときに、前記延出片の当該
草刈刃の回転方向の先端部分は、半径方向に対して、外側の端部ほど回転方向の後方に位
置するように傾斜するように構成されている
　ことを特徴とする草刈刃。
【請求項２】
　草刈機にて用いられる草刈刃であって、
　前記草刈機と連結するための連結部と、
　前記連結部を中心として拡がる周辺部と、を備え、
　前記周辺部には、前記連結部よりも下方に位置する下部領域から当該草刈刃の外側方向
かつ上方向に拡がる傾斜面が、前記連結部を中心とする環状に形成されており、
　また前記周辺部の外縁には、前記外側方向かつ上方向に延び出す複数の延出片が形成さ
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れており、
　前記複数の延出片のうちの少なくとも一部の延出片は、当該草刈刃の回転方向の先端部
分が、前記外側方向かつ下方向に凸となる湾曲形状である
　ことを特徴とする草刈刃。
【請求項３】
　前記複数の延出片のうちの少なくとも一部の延出片は、当該草刈刃の回転方向の先端部
分が、当該草刈刃の内側方向かつ上方向に凸となる湾曲形状である
　ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の草刈刃。
【請求項４】
　草刈機にて用いられる草刈刃であって、
　前記草刈機と連結するための連結部と、
　前記連結部を中心として拡がる周辺部と、を備え、
　前記周辺部には、前記連結部よりも下方に位置する下部領域から当該草刈刃の外側方向
かつ上方向に拡がる傾斜面が、前記連結部を中心とする環状に形成されており、
　また前記周辺部の外縁には、前記外側方向かつ上方向に延び出す複数の延出片が形成さ
れており、
　前記複数の延出片は、当該草刈刃の内側方向かつ上方向に凸となる湾曲形状である前記
延出片と、前記外側方向かつ下方向に凸となる湾曲形状である前記延出片と、を含む
　ことを特徴とする草刈刃。
【請求項５】
　前記延出片には、凸条が形成されている
　ことを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の草刈刃。
【請求項６】
　前記周辺部には、前記連結部を中心とする環状に、下方向に膨れ出る膨出部が形成され
ており、前記下部領域は該膨出部の膨れ出た下端を含む領域であり、前記傾斜面は該膨出
部における前記下部領域から前記外側方向に拡がる領域である
　ことを特徴とする請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の草刈刃。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の草刈刃を備える草刈機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、雑草などの刈り取りを行う草刈機にて用いられる草刈刃に関する。
【背景技術】
【０００２】
　手持ち式の草刈機として、操作用のハンドルとエンジンなどの駆動源を有し、先端部に
は駆動源によって回転駆動される草刈刃を有するものが用いられている。
　従来この草刈刃は、全体として平面板状であって外周に複数の刃が形成してなるものが
多く用いられていたが、近年は草刈刃の先端が上方や下方に傾斜するように構成された草
刈刃も提案されている（特許文献１，２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平５－９１８１４号公報
【特許文献２】特開昭６１－８３０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　草刈刃は非常に高速で回転するため、石やコンクリートブロックなどに接触したときに
石やコンクリートブロックの破片を弾き飛ばしたり、また草刈刃が欠けたりその破片が飛
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び跳ねたりする虞があった。
【０００５】
　本発明の目的は、安全性を向上した草刈刃及び草刈機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した問題を解決するためになされた本発明の第１の態様は、草刈機にて用いられる
草刈刃であって、草刈機と連結するための連結部と、上記連結部を中心として拡がる周辺
部と、を備えるものである。上述した周辺部には、連結部よりも下方に位置する下部領域
から当該草刈刃の外側方向かつ上方向に拡がる傾斜面が、その連結部を中心とする環状に
形成されている。また上記周辺部の外縁には、当該草刈刃の外側方向かつ上方向に延び出
す複数の延出片が形成されている。
【０００７】
　このように構成された草刈刃は、主に延出片により草を刈ることができる。そして連結
部よりも下方の下部領域から外側かつ上方向に拡がる傾斜面が地面側に位置するとともに
、延出片が外側かつ上方向に延び出しているため、石などの障害物が延出片に接触しにく
くなる。更に、傾斜面の下部領域が連結部の下方に位置することにより、連結部に取り付
けられる草刈機の部品も障害物に接触しにくくなる。
【０００８】
　すなわち、上記草刈刃は延出片や草刈機の部品が石などの障害物に接触することを抑制
できるため、石の破片などが飛び跳ねてしまうことを予防でき、草刈刃の安全性を向上す
ることができる。
【０００９】
　上述した傾斜面の具体的な構成は特に限定されない。例えば、上記周辺部には、連結部
を中心とする環状に、下方向に膨れ出る膨出部が形成されている構成としてもよい。その
場合、該膨出部の膨れ出た下端を含む領域が上述した下部領域となり、膨出部における下
部領域から草刈刃の外側方向に拡がる領域が傾斜面となる。
【００１０】
　また、上記膨出部と同形状の別部品を円盤状の草刈刃の下面に取り付けることにより傾
斜面を構成する構成としてもよい。
　ところで、上述した延出片の具体的な形状は特に限定されない。例えば、複数の延出片
のうちの少なくとも一部の延出片は、当該草刈刃の回転方向の先端部分が、外側方向かつ
下方向に凸となる湾曲形状である構成としてもよい。また、複数の延出片のうちの少なく
とも一部の延出片は、当該草刈刃の回転方向の先端部分が、当該草刈刃の内側方向かつ上
方向に凸となる湾曲形状である構成としてもよい。
【００１１】
　草刈刃の複数の延出片のうち、上述した先端部分が湾曲形状である延出片以外の延出片
は湾曲形状でない形状であってもよい。
　さらに、複数の延出片は、当該草刈刃の内側方向かつ上方向に凸となる湾曲形状である
延出片と、外側方向かつ下方向に凸となる湾曲形状である延出片と、を含むものであって
もよい。
【００１２】
　このように異なる形状の延出片を設けることにより、延出片における草刈刃の回転方向
の先端部分が草刈刃の回転に伴い通過する位置が複数存在することとなり、草刈り機能を
向上させることができる。
【００１３】
　なお、延出片には、凸条が形成されていてもよい。凸条により延出片の強度を向上させ
たり、凸条による様々な機能を付与したりすることができる。例えば刈り取った草が溜ま
りやすい場所に凸条を形成することで、草が溜まることを抑制できる。
【００１４】
　本発明の第２の態様は、上述した本発明の草刈刃を備える草刈機である。このような草
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刈機であれば、上述した本発明の草刈刃を用いて、安全性の向上という効果を得ることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】第１の実施形態の草刈刃を示す図であって、（Ａ）が斜視図であり、（Ｂ）が平
面図であり、（Ｃ）が正面図である。
【図２】草刈刃を草刈機に取り付けた状態を示す側面図である。
【図３】（Ａ），（Ｂ）が草刈刃による草刈り状態を説明する図であり、（Ｃ），（Ｄ）
が障害物との接触状態を説明する図である。
【図４】第２の実施形態の草刈刃を示す図であって、（Ａ）が斜視図であり、（Ｂ）が平
面図であり、（Ｃ）が正面図である。
【図５】第３の実施形態の草刈刃を示す写真であって、（Ａ）が斜視図であり、（Ｂ）が
平面図であり、（Ｃ）が延出部近傍を拡大した斜視図である。
【図６】（Ａ），（Ｂ）とも、その他の実施形態の草刈刃を示す正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下に本発明の実施形態を図面と共に説明する。
　［第１実施形態］
　（１）草刈刃の構成
　図１（Ａ）～（Ｃ）に、本実施例の草刈刃１を示す。草刈刃１は、図２に示すように草
刈機３と連結して用いられる。この草刈刃１は左回り（図１（Ａ），（Ｂ）参照）に回る
ように用いられることで、より良好に草刈機能を発揮するものである。この草刈刃１は、
一例として一枚の金属板をプレス加工することにより製造されるが、材料や製造方法は特
に限定されない。
【００１７】
　なお、以下の説明において、草刈刃の回転方向とは上述した左回りの方向である。また
円周方向とは草刈刃１が草刈機３により回転するときの回転軸Ａを中心とした円周の方向
を意味するものとし、半径方向とは回転軸Ａを中心とした円の半径方向を意味するものと
して説明する。また、特段説明が無い限り、草刈刃の内側方向とは回転軸Ａ側の方向を意
味し、草刈刃の外側方向とは回転軸Ａから離れる側、すなわち草刈刃１の中心から外縁側
に向かう方向を意味する。
【００１８】
　また、下方向とは、草刈刃１を草刈機３に取り付けて使用する状態における下方向であ
って、地面側の方向である（図２参照）。上方向とは下方向の反対方向であり、草刈刃１
の回転軸Ａに沿う方向のうち、草刈機３の駆動源であるエンジン４１や操作に用いる把持
部などがある方向である。
【００１９】
　草刈刃１は、図１（Ａ）～（Ｃ）に示すように、全体として略円盤状の形状である。草
刈刃１の中央には、草刈機３と連結するための連結部１１と、連結部１１を中心として拡
がる周辺部１３と、を備える。
【００２０】
　連結部１１は貫通孔１５とその周囲の平面状の平面領域１７とを有している。詳細は後
述するが、この貫通孔１５に草刈機３の駆動軸４５が挿入されて草刈刃１が草刈機３に連
結される。貫通孔１５の中心を通過する直線であって、貫通孔１５の周囲の平面領域１７
と直交する直線が、草刈刃１が回転する際の回転軸Ａとなる。
【００２１】
　周辺部１３には、連結部１１を中心とした環状であって、下方向に膨れ出る膨出部２１
が形成されている。
　膨出部２１は、平面領域１７から滑らかに繋がって拡がり、外側方向かつ下方向に傾斜
する第１傾斜面２３と、第１傾斜面２３の延び出した先から外側方向かつ上方向に拡がる
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第２傾斜面２５と、を有する。第１傾斜面２３と第２傾斜面２５との連結部分である下部
領域２７は、連結部１１よりも下方に位置する領域である。
【００２２】
　また、膨出部２１における第２傾斜面２５の上端部分であって連結部１１とほぼ同じ高
さに位置する領域を上部領域２９としたとき、周辺部１３は、上部領域２９から外側方向
かつ上方向に延び出す複数の（本実施形態においては６つの）延出片３１（内向き延出片
３１ａ、及び、外向き延出片３１ｂ）が形成されている。換言すると、周辺部１３の外縁
には、外側方向かつ上方向に延び出す複数の延出片３１が形成されている。
【００２３】
　内向き延出片３１ａと外向き延出片３１ｂは、いずれも円周方向に長さを有している。
上部領域２９から半径方向外側へ延び出した長さは、回転方向の前方側ほど広くなってい
る。よって、主にこの回転方向の前方側の先端部分３１ｃ、３１ｄにて草などを刈り取る
ことができる。なお先端部分３１ｃ、３１ｄは特に熱処理などの硬化処理や研磨等の処理
を行う必要はないが、そのような処理を行ってもよい。
【００２４】
　内向き延出片３１ａと外向き延出片３１ｂとの相違点について説明する。内向き延出片
３１ａの先端部分３１ｃは、外向き延出片３１ｂと比較して、上部領域２９から延び出し
た直後は外側方向を向いているが、その後は上方向を向くようにカーブする。即ち、内向
き延出片３１ａの先端部分３１ｃは外側方向かつ下方向に凸となるように湾曲して、半径
方向に関して延び出した先端部が外向き延出片３１ｂと比較して内向きになっている。な
お、以降、延出片３１における半径方向（即ち外側方向）に関して延び出した先端部を、
単に半径方向先端部と記載する場合がある。
【００２５】
　内向き延出片３１ａの先端部分３１ｃ以外の部分も基本的には上述した湾曲形状となっ
ているが、内向き延出片３１ａの中央部分には、円周方向に長さを有し内側方向かつ上方
向に凸となる突条３５が形成されている。
【００２６】
　一方、外向き延出片３１ｂの先端部分３１ｄは、先端部分３１ｃとは逆に、上部領域２
９から延び出した直後は相対的に上方向を向いているが、その後は外側方向を向くように
カーブする。即ち外向き延出片３１ｂの先端部分３１ｄは内側方向かつ上方向に凸となる
ように湾曲して、半径方向先端部が内向き延出片３１ａと比較して外向きになっている。
【００２７】
　外向き延出片３１ｂの先端部分３１ｄ以外の部分も基本的には上述した湾曲形状となっ
ているが、外向き延出片３１ｂの中央部分には、円周方向に長さを有し外側方向かつ下方
向に凸となる突条３７が形成されている。
【００２８】
　草刈機３は、図２に示すように、エンジン４１、パイプシャフト４３、駆動軸４５、パ
イプシャフト４３の内部に配置される図示しない回転軸などを備える。エンジン４１はパ
イプシャフト４３の内部の回転軸を回転させる。駆動軸４５はその回転力によって回転す
る。草刈刃１は、駆動軸４５の先端（下端）を連結部１１の貫通孔１５に挿入した状態で
、留め金具４７にて連結部１１を挟み込んでボルト４９を駆動軸４５に締着することで固
定され、駆動軸４５と一体に回転するようになる。
【００２９】
　このように草刈刃１を取り付けた状態でエンジン４１を駆動させると駆動軸４５が回転
し、それに伴い草刈刃１が回転して、雑草などを刈り取ることができるようになる。
　（２）草刈刃の使用方法
　本実施形態の草刈刃１は、図３（Ａ）に示すように、従来の草刈刃と同様に地面５１に
対して略水平になるように用いることができ、草５３などを刈り取ることができる。
【００３０】
　草５３を主に刈り取るのは延出片３１であるが、延出片３１は膨出部２１の分、上方に
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位置している。よって、図３（Ｂ）に示すように、草刈刃１を傾斜させて用いることで、
延出片３１が地面に近づき、草５３をより根元から刈り取ることができる。
【００３１】
　（３）本実施形態の草刈刃の奏する効果
　（３－１）安全性の向上
　本実施形態の草刈刃１は、地面に近い側に膨らみ出るように膨出部２１が形成されてお
り、草を刈る機能を有する延出片３１は膨出部２１の下部領域２７よりも上方に位置して
いる。更に延出片３１は膨出部２１から上方向に延び出している。そのため、図３（Ｃ）
、（Ｄ）に示すように、地面５１に存在する石などの障害物５５には、延出片３１よりも
接触時の危険の小さい膨出部２１が接触しやすくなり、延出片３１は障害物５５に接触し
にくくなる。
【００３２】
　更に、膨出部２１の下端に位置する下部領域２７は連結部１１よりも下方かつ外側に位
置しているため、連結部１１の近傍に位置する草刈機３の留め金具４７やボルト４９など
の要素が石などに接触することを抑制できる。
【００３３】
　また、膨出部２１は、周辺部１３の外縁に沿って設けられているため、膨出部２１が草
刈刃１の中央に形成されている場合と比較して、草刈刃１全体を傾斜させても延出片３１
が地面に接触しにくい。
　これらの理由により、本実施形態の草刈刃１は、石や草刈刃１の破片等が飛び跳ねて人
を負傷させたりする危険を低減し、安全性を向上することができる。
　また内向き延出片３１ａの先端部分３１ｃは、外側方向に凸となる湾曲形状であり半径
方向先端部が上方を向いていることから、石などの障害物が接触しにくく、それにより更
に安全性を向上させることができる。
【００３４】
　（３－２）草刈り性能の向上
　草刈刃１の外縁には、内向き延出片３１ａと外向き延出片３１ｂと、が交互に配置され
ている。そのため、最も草を刈る機能の高い延出片３１の回転方向の端面（先端部分３１
ｃ、３１ｄ）が複数の領域を通過することとなるので、延出片３１が内向き延出片３１ａ
のみである構成や外向き延出片３１ｂのみである構成と比較して、草を刈る機能を向上さ
せることができる。また、上述したように内向き延出片３１ａと外向き延出片３１ｂとが
交互に配置される構成により、刈った草は細かい切片となる。従って、作業者が草刈刃１
を左右のいずれの方向に移動させる場合であっても良好に草を刈ることができ、作業性が
向上する。
【００３５】
　また膨出部２１は地面に接触しても破損したり石などを跳ね飛ばしたりする危険が少な
いので、地面に接触させることができる。それによって延出片３１の地面からの高さを調
節できるため、図３（Ａ）、（Ｂ）のいずれの場合でも、一定の高さに草を刈り揃える作
業を容易に行うことができる。なお膨出部２１が周辺部１３の外縁に沿って設けられてい
ることで、膨出部２１を地面に接触させて草刈刃１を円滑に地面上にて滑らせることがで
き、作業性が向上する。
　また、先端部分３１ｃ、３１ｄは、上方から見たときに円周方向に対して大きく傾斜し
て、外側の端部ほど回転方向の後方に位置するように形成されており、また外縁が滑らか
に繋がっているため、竹や小木などの硬い対象物を刈る際にはそれらを強く弾き飛ばすこ
となく何度も接触し、容易に切断することができる。
【００３６】
　（３－３）突条による機能向上
　延出片３１には突条３５，３７が形成されているため、延出片３１の強度が向上する。
　また内向き延出片３１ａは、半径方向先端部が上方を向いているため、外向き延出片３
１ｂと比較すれば刈り取った草が上に溜まりやすい。しかしながら内側に凸となる突条３
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５が形成されることにより内向き延出片３１ａの上に草が溜まることを抑制できる。それ
により、刈り取った草が詰まってしまい、草の除去のために作業が中断してしまうことを
抑制できる。
【００３７】
　また外向き延出片３１ｂは、突条３７が外側を向いていることから、この突条３７に石
などの障害物が接触しやすくなる結果、外向き延出片３１ｂの先端部分３１ｄや半径方向
先端部に石などが接触してしまうことを抑制できる。
【００３８】
　［第２の実施形態］
　図４（Ａ）～（Ｃ）に本実施形態の草刈刃１０１を示す。草刈刃１０１は第１の実施形
態の草刈刃１と比較して延出片の構成が相違するため、その部分のみを説明する。
【００３９】
　草刈刃１０１の周辺部１３の外縁には複数の内向き延出片３１ａが形成されており、外
向き延出片３１ｂは形成されていない。
　草刈刃１０１は、草刈刃１と同様に草刈機３と連結させて使用することができる。
【００４０】
　このように構成された草刈刃１０１は、第１の実施形態の草刈刃１と同様の高い安全性
を有するものとなる。また、外向き延出片３１ｂが存在しないので、内向き延出片３１ａ
と外向き延出片３１ｂとの両方を有することによる草刈り機能の向上は得られないが、全
ての延出片が外側に凸であって全ての半径方向先端部が上方向きであるので、より安全性
が向上する。
【００４１】
　［第３の実施形態］
　図５（Ａ）～（Ｃ）に本実施形態の草刈刃６１を示す。草刈刃６１は第１の実施形態の
草刈刃１と比較して、下部領域２７よりも外側の構成が相違する。そこで、同一の構成の
部分は同一の符号を用いて説明を省略し、相違点に係る部分を中心に説明する。
　草刈刃６１は、連結部１１（平面領域１７）から滑らかに繋がって拡がり、外側方向か
つ下方向に傾斜する第１傾斜面２３を有し、下端が環状の下部領域２７となる。
　下部領域２７の外縁には、複数（本実施形態では６つ）の延出片６３が形成されている
。延出片６３は、上方向に湾曲して草刈刃６１の外側方向かつ上方向に延び出している。
即ち、外側方向かつ下方向に凸となった形状である。また延出片６３は円周方向に長さを
有している。
　延出片６３の回転方向の先端部６５は、半径方向の外側部分が内側方向に巻き込むよう
にわずかに折り曲げられており、回転方向後方に位置する突出部６７と比較して、回転軸
Ａからの距離が小さい。
　また草刈刃６１は、草刈刃１と同様に草刈機３と連結させて使用することができる。
　このように構成された草刈刃６１は、草刈刃１と同様に、延出片６３が湾曲して上方向
を向いていることで延出片６３の端部が石などの障害物に接触することを抑制でき、また
、連結部１１の近傍に位置する草刈機３の留め金具４７やボルト４９などの要素が障害物
に接触することを抑制できるため、高い安全性を有するものとなる。
　また、先端部６５が突出部６７よりも内側に位置しているため、突出部６７が障害物に
接触しやすくなる。従って、先端部６５が障害物に接触して破損したり、障害物の破片等
が飛び跳ねたりすることを抑制でき、より安全性が向上する。
　［その他の実施形態］
　以上本発明の実施形態について説明したが、本発明は、上記実施形態に何ら限定される
ことはなく、本発明の技術的範囲に属する限り種々の形態をとり得ることはいうまでもな
い。
【００４２】
　例えば、上記各実施形態においては湾曲した形状の延出片を用いた構成を例示したが、
延出片は全体として外側方向かつ上方向に延び出していれば、湾曲したものに限定されな
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い。例えば、草刈刃の延出片の全て又は一部として、断面が直線状の延出片や、上述した
内向き延出片３１ａ及び外向き延出片３１ｂの形状以外の形状となるように折り曲げがな
された延出片を用いる構成であってもよい。
【００４３】
　また上述したように、延出片は全体として外側方向かつ上方向に延び出していればよく
、一部分のみが異なる方向に延びているものも含みうる。具体的には、図６（Ａ）に示す
草刈刃１１１のように、内向き延出片１１３の回転方向の先端部分１１３ａは膨出部２１
の上部領域２９から水平よりもやや下方向に延び出した後、湾曲して上方向に向かって延
びる構成であってもよい。また、図６（Ｂ）に示す草刈刃１２１のように、下向き延出片
１２３の回転方向の先端部分１２３ａにおける半径方向先端部が湾曲して下方向に延びて
いる構成であってもよい。
【００４４】
　また、内向き延出片３１ａ、外向き延出片３１ｂ、及びこれら以外の延出片は交互に配
置される構成に限定されない。
　また上記各実施形態においては、一枚の金属板から形成される草刈刃を例示したが、複
数の部材によってなる草刈刃であってもよい。例えば、膨出部２１や突条３５，３７に該
当する部品を、円板形状の本体に溶接等により取り付けてなる構成であってもよい。
【００４５】
　また上記各実施形態においては、延出片が膨出部２１の上部領域２９から延び出す構成
を例示したが、延出片は周辺部１３の外縁に形成されていれば上部領域２９から延び出す
必要はない。但し、延出片の下端は少なくとも膨出部２１の下部領域２７よりも上方に位
置していることが望ましい。また、膨出部２１の第２傾斜面２５の上端部分である上部領
域２９と同等かそれ以上に上方向の位置から延出片が延び出していることで、より高度に
安全性を向上させることができる。
【００４６】
　また、上記各実施形態においては延出片に突条が設けられる構成を例示したが、突条は
設けられていなくともよい。
【符号の説明】
【００４７】
１…草刈刃、３…草刈機、１１…連結部、１３…周辺部、１５…貫通孔、１７…平面領域
、２１…膨出部、２３…第１傾斜面、２５…第２傾斜面、２７…下部領域、２９…上部領
域、２９…第２領域、３１…延出片、３１ａ…内向き延出片、外向き３１ｂ…延出片、３
１ｃ，３１ｄ…先端部分、３５…突条、３７…突条、４１…エンジン、４３…パイプシャ
フト、４５…駆動軸、４７…金具、４９…ボルト、５１…地面、５３…草、５５…障害物
、６１…草刈刃、６３…延出片、６５…先端部、６７…突出部、１０１…草刈刃、１１１
…草刈刃、１１３…延出片、１１３ａ…先端部分、１２１…草刈刃、１２３…延出片、１
２３ａ…先端部分
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